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ふ
る
さ
と
納
税
５
億
円

　
当
初
提
案
時
の
令
和
２
年
度

一
般
会
計
予
算
は
、
89
億
５
７

０
０
万
円
で
、
前
年
度
を
３
億

５
２
０
０
万
円
上
回
る
予
算
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
歳
入
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

寄
付
金
等
が
前
年
度
比
106
・
８

㌫
増
の
５
億
１
７
０
０
万
円
、

消
費
税
増
税
に
伴
う
国
か
ら
の

地
方
消
費
税
交
付
金
が
25
・
１

㌫
増
の
３
億
４
３
６
万
円
、
町

税
が
２
㌫
増
の
14
億
２
３
３
６

万
円
、
新
た
な
借
金
と
な
る
町

債
が
21
・
４
㌫
減
の
６
億
２
５

０
０
万
円
な
ど
を
見
込
ん
で
い

ま
し
た
。

土
木
費
14
億
６
６
６
５
万
円
、

教
育
費
８
億
６
８
０
万
円
、
借

金
の
返
済
に
充
て
る
公
債
費

は
、
７
㌫
減
の
８
億
６
８
０
万

円
な
ど
で
す
。

「
削
減
」
以
外
は
可
決

　
当
初
予
算
案
の
う
ち
、
環
境

関
連
の
海
外
視
察
旅
費
等
１
０

０
万
円
と
超
小
型
電

気
自
動
車
１
台
導
入

リ
ー
ス
料
22
万
１
千

円
は
、
削
減
の
修
正

動
議
が
提
出
さ
れ
、

賛
成
多
数
で
可
決
し

ま
し
た
。

　
修
正
以
外
の
原
案

部
分
は
可
決
承
認

し
、
予
算
総
額
は
89

億
５
５
７
７
万
９
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
、
本
年
度
も
福
祉

関
係
費
を
盛
り
込
ん
だ
民
生
費

が
ト
ッ
プ
で
、
前
年
度
比
２
㌫

増
の
24
億
１
９
９
５
万
円
、
次

に
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
伴

う
人
件
費
や
ふ
る
さ
と
納
税
寄

付
金
の
積
立
金
を
含
む
総
務
費

が
、
８
㌫
増
の
17
億
60
万
円
、

３ 月
定例議会

環
境
２
事
業
を
削
減 

賛
成
多
数
で
修
正

　
３
月
定
例
議
会
を
、３
月
３
日
か
ら
18
日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。新
年
度
予
算
12
件
、

条
例
８
件
、
今
年
度
補
正
予
算
６
件
、
陳
情
６
件
ほ
か
全
36
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
新
年
度

一
般
会
計
予
算
で
環
境
関
連
２
事
業
を
削
減
修
正
（
４
ペ
ー
ジ
）
と
陳
情
２
件
を
不
採
択
（
７
ペ
ー
ジ
）

に
し
た
ほ
か
は
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
・
採
択
し
ま
し
た
。

令和２年度　一般会計予算

町全体の借金残高 町全体の基金残高一般会計 公債費（借金返済）一般会計　町債（借金）
※単位は億円

H29

2億

4億

6億

8億

10億

0
30 31 R2

（R2年度当初）

4.35

6.20

7.95

6.25

9.92 9.98

8.62

8.02

H29

8億

9億

10億

0
30 31 R2

（R2年度当初）
H28

200億

190億

180億

170億

210億

0
29 30 31

（R2.3.31現在）

200.57

184.13

174.09

166.80

H28

30億

35億

40億

0
29 30 31

（R2.3.31現在）

34.82
35.72

38.45
39.46

歳出
89億5577万円

歳入
89億5577万円

その他3億6750万円（4.1％）
予備費909万円（0.1％）

教育費
8億680万円
（9.0％）

総務費
16億9960万円
（19.0％）

土木費
14億6665万円
（16.3％）

衛生費
6億8704万円（7.7％）

消防費2億6412万円（3.0％）
商工費1億7651万円（2.0％）

議会費9962万円（1.1％）

公債費
8億200万円
（8.9％）

農林水産業費
5億2440万円（5.9％）

民生費
24億1994万円
（27.0％）

県支出金
6億7772万円
（7.6％）

町債 6億2500万円（7.0％）

国庫支出金
9億1049万円
（10.1％）

地方交付税
34億4939万円
（38.5％）

その他
4億3266万円（4.8％）

寄付金
 5億1700万円（5.8％）

繰入金
5億5266万円（6.2％）

町税
14億2335万円
（15.9％）

依存財源

自主財源
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な
ぜ
海
外
視
察

藤
田　
和
徳

　
海
外
視
察
で
は
な
く
、
国
内
先

進
地
視
察
で
十
分
に
目
的
は
達
成

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

藤
江
住
民
生
活
課
長

　
確
か
に
北
海
道
ニ
セ
コ
町
で
も

類
似
事
業
を
実
践
し
て
い
る
が
、

い
ま
だ
事
業
半
ば
で
あ
り
、
ド
イ

ツ
の
歴
史
に
は
及
ば
な
い
。
本
町

の
目
ざ
す
「
公
共
施
設
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
化
」
で
は
、
十
分
に
参
考
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

飯
田　
正
征

❶
町
と
し
て
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
組
み
立
て
て
い
な
け
れ
ば
視

察
は
無
駄
に
な
る
の
で
は
。

❷
職
員
一
名
を
派
遣
す
る
よ
り
も

先
方
か
ら
講
師
を
招
請
し
、
全
職

員
を
対
象
に
講
演
・
指
導
の
ほ
う

が
有
効
で
は
な
い
か
。

❸
本
視
察
は
国
が
主
導
す
る
中
で

そ
の
趣
旨
に
賛
同
し
参
加
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
単
町
で
は
無
理
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

❹
極
論
か
も
し
れ
な
い
が
、
北
栄

町
だ
け
が
環
境
面
で
「
生
き
残
れ

ば
い
い
」
と
い
う
こ
と
か
。

渋
谷
地
方
創
生
監

❶
今
後
取
り
組
む
こ
と
は
確
実
で

今
か
ら
研
修
・
研
究
し
て
お
く
こ

問答問答

と
は
重
要
で
あ
る
。

❷
今
回
の
視
察
は
、
今
後
の
町
の

環
境
政
策
を
中
心
と
な
っ
て
企
画

立
案
し
て
も
ら
う
者
を
育
成
す
る

研
修
で
あ
る
。

❸
町
の
こ
と
は
、
町
自
ら
が
覚
悟

を
も
っ
て
行
動
す
べ
き
で
あ
る
。

❹
北
栄
町
が
周
辺
地
域
に
範
を
示

し
、
さ
ら
に
リ
ー
ド
し
て
い
く
べ

き
だ
と
考
え
て
い
る
。

急
速
充
電
器
の
撤
去

油
本　
朋
也

　
青
山
剛
昌
ふ
る
さ
と
館
駐
車
場

の
電
気
自
動
車
急
速
充
電
器
は
、

撤
去
で
は
な
く
「
環
境
の
町
」
と

し
て
更
新
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

藤
江
住
民
生
活
課
長

　
老
朽
化
の
た
め
、
撤
去
す
る
。

道
の
駅
大
栄
の
再
整
備
時
に
、
あ

ら
た
め
て
設
置
を
検
討
し
た
い
。

問答

地
域
お
こ
し
協
力
隊

斉
尾　
智
弘

❶
協
力
隊
員
研
修
参
加
負
担
金

31
万
１
千
円
は
、
今
後
の
隊
員
の
活

動
に
資
す
る
専
門
的
研
修
か
。

❷
全
く
の
素
人
で
、
ブ
ド
ウ
栽
培

が
任
せ
ら
れ
る
の
か
。

❸
隊
員
は
、
３
年
後
に
町
内
に
定

住
し
て
く
れ
る
か
。

手
嶋
産
業
振
興
課
長

❶
移
住
し
生
活
す
る
た
め
の
一
般

的
な
研
修
で
あ
り
、
活
動
に
必
要

な
専
門
的
研
修
で
は
な
い
。

❷
会
社
や
普
及
所
等
が
指
導
す
る
。

❸
す
で
に
退
任
後
に
町
内
で
就
農

実
績
も
あ
る
。
町
内
に
定
住
す
る

よ
う
指
導
し
て
い
く
。

有
害
鳥
獣
対
策

津
川　
俊
仁

　
侵
入
防
止
柵
購
入
支
援
事
業

は
、団
体
補
助
が
対
象
と
あ
る
が
、

個
人
へ
の
助
成
も
す
べ
き
で
あ

る
。
耕
作
物
は
「
ス
イ
カ
」
が
対

象
か
。

手
嶋
産
業
振
興
課
長

　
国
・
県
補
助
制
度
は
２
〜
３
戸

以
上
の
取
組
が
対
象
で
あ
り
、
単

町
事
業
と
し
て
も
個
人
へ
の
助
成

は
難
し
い
。混
作
で
も
可
能
で
あ
る
。

問答問答

超
小
型
電
気
自
動
車

野
田　
秀
樹

　
バ
ン
タ
イ
プ
の
車
両
を
廃
車
し

て
、
一
人
乗
り
車
両
に
す
る
意
図

が
見
え
な
い
。
せ
め
て
二
人
乗
り

で
は
ど
う
か
。

　
リ
ー
ス
契
約
で
は
な
く
買
取
し

て
は
ど
う
か
。

藤
江
住
民
生
活
課
長

　
環
境
に
優
し
い
車
両
に
替
え
る

こ
と
が
大
前
提
で
あ
る
。
二
人
乗

り
が
発
売
さ
れ
れ
ば
、検
討
し
た
い
。

　
リ
ー
ス
契
約
は
６
か
月
毎
の
点

検
が
リ
ー
ス
料
に
含
ま
れ
て
お
り
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
考
慮
す
れ
ば
買

取
と
大
差
は
な
い
と
判
断
し
た
。

コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
設
置

井
上　
信
一
郎

　
JR
由
良
（
コ
ナ
ン
）
駅
駐
輪
場

の
一
部
に
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
を
設

置
す
る
が
、
そ
の
整
備
内
容
は
。

松
本
観
光
交
流
課
長

　
現
駐
輪
場
の
屋
根
や
柱
を
利
用

問答問答

し
周
囲
を
壁
で
覆
い
、
ロ
ッ
カ
ー

を
設
置
す
る
。
大
型
の
キ
ャ
リ
ー

ケ
ー
ス
の
入
る
ロ
ッ
カ
ー
10
台
、

中
型
10
台
、
小
型
10
台
で
あ
る
。

除
雪
業
者
へ
の
補
償

 

森
本　
真
理
子

　
今
冬
は
雪
が
少
な
く
全
域
で
の

除
雪
出
動
が
な
か
っ
た
。
委
託
業

者
は
リ
ー
ス
等
で
機
材
を
調
達
し

て
い
る
と
聞
く
。
委
託
業
者
に
何

ら
か
の
補
償
を
考
え
て
い
る
か
。

倉
光
地
域
整
備
課
長

　
基
本
的
に
は
、
補
償
を
す
る
こ

と
は
な
い
。
た
だ
リ
ー
ス
対
応
し

て
い
る
場
合
は
、
何
ら
か
の
補
償

は
必
要
か
と
考
え
て
い
る
。

ナ
イ
タ
ー
設
備
の
撤
去

野
田　
秀
樹

　
利
用
数
の
減
少
に
伴
い
、
北
条

野
球
場
ナ
イ
タ
ー
設
備
の
撤
去
は

残
念
だ
が
、
や
む
を
得
な
い
。
将

来
の
再
設
置
を
期
待
し
て
い
る
の

で
、
支
柱
は
残
さ
れ
た
い
。

杉
本
生
涯
学
習
課
長

　
今
回
は
、
照
明
器
具
と
バ
ッ
ク

ス
ク
リ
ー
ン
の
撤
去
と
、
高
圧
電

気
か
ら
低
圧
に
変
更
す
る
も
の
。

支
柱
は
残
す
。

問答問答

質 疑 あ れこれ 一般会計予算令和２年度

ふるさと館駐車場の急速充電器

導入予定だった電気自動車
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賛
否
あ
り

予
算
案
に

予
算
案
の
全
部
否
決

【
反
対
討
論
】 
長
谷
川　
昭
二

　
移
住
推
進
事
業
の
新
築
と
中
古
住
宅

取
得
の
補
助
率
格
差
は
、
不
公
平
で
あ

る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
発
行
は
、

個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ

る
。
観
光
事
業
は
、
地
元
経
済
を
潤
わ

す
効
果
に
繋
が
っ
て
い
な
い
。
危
険
な

特
定
空
き
家
の
除
去
が
求
め
ら
れ
て
い

る
が
、
公
費
負
担
を
含
め
た
具
体
的
措

置
が
な
い
。
町
民
の
暮
ら
し
を
守
る
予

算
と
な
っ
て
い
な
い
。

予
算
案
の
全
部
可
決

【
賛
成
討
論
】 

津
川　
俊
仁

　
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入

で
、
正
規
職
員
と
の
格
差
是
正
が
見
込

ま
れ
る
。
低
コ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
導
入
助

成
、
和
牛
振
興
、
ド
リ
ー
ム
農
場
の
取

組
、
後
継
者
支
援
事
業
、
有
害
鳥
獣
対

策
と
し
て
の
侵
入
防
止
電
気
柵
助
成
を

評
価
し
た
い
。

　
ド
イ
ツ
で
の
環
境
視
察
研
修
は
、
で

き
れ
ば
課
長
・
室
長
ク
ラ
ス
で
の
参
加

を
求
め
た
い
。

斉
尾　
智
弘

　
北
条
地
区
振
興
事
業
は
、
地
域
課
題

の
解
決
に
繋
が
る
取
組
と
し
て
期
待
す
る
。

　
災
害
対
策
で
は
、
備
蓄
品
に
液
体
ミ

ル
ク
購
入
費
が
計
上
さ
れ
、
自
主
防
災

組
織
育
成
事
業
は
、
今
後
の
課
題
を
考

え
る
と
大
切
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
視
察
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
の
た
め
の
人
材

育
成
で
あ
り
理
解
で
き
る
。

予
算
案
の
一
部
修
正

【
修
正
動
議
】

　
　
田
中　
精
一　
　
井
上　
信
一
郎

　
　
宮
本　
幸
美　
　
森
本　
真
理
子

　
　
藤
田　
和
徳

❶
海
外
視
察
研
修
の
旅
費
及
び
参
加
負

担
金
の
合
計
１
０
０
万
円
を
削
減
す
る
。

❷
超
小
型
電
気
自
動
車
１
台
リ
ー
ス
料

の
22
万
１
千
円
を
削
減
す
る
。

発
議
者

内
　
容

❶
国
情
の
異
な
る
海
外
よ
り
も
国
内
先

進
地
で
の
研
修
で
、
所
期
の
目
的
は
達

成
で
き
る
。
将
来
的
に
は
必
要
と
理
解

す
る
が
今
回
は
時
期
尚
早
で
あ
る
。

❷
超
小
型
電
気
自
動
車
は
、
食
用
油
を

精
製
し
た
燃
料
で
走
行
す
る
バ
ン
タ
イ

プ
車
の
廃
車
に
伴
い
導
入
さ
れ
る
が
代

替
車
と
は
成
り
得
な
い
。
導
入
の
必
要

性
を
認
め
ら
れ
な
い
。

　
修
正
（
削
減
）
以
外
そ
の
他
の
予
算

案
は
、
全
て
賛
成
で
あ
る
。

【
採
　
決
】

　
採
決
の
結
果
「
修
正
案
」
を
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
議
員

　
宮
本
・
飯
田
・
町
田
・
油
本
・
井
上

　
藤
田
・
田
中
・
森
本
・
阪
本
・
野
田

理
　
由

特別会計 予算額 審議結果

国民健康保険 2,002,776 賛成13

介護保険 1,619,783 賛成13

住宅新築資金等貸付 440 全会一致

農業集落排水 17,778 賛成13

栄財産区 615 全会一致

合併処理浄化槽 7,587 賛成13

大栄歴史文化学習館 101,817 全会一致

後期高齢者医療 168,984 賛成13

単位：千円

公営企業会計 収入 支出 審議結果

水道
収益的 279,213 234,251

全会一致
資本的 116,771 200,136

下水道
収益的 1,135,215 876,567

賛成13
資本的 356,316 905,433

風力発電
収益的 439,822 398,147

全会一致
資本的 0 137,902

令和２年度　特別会計・公営企業会計の予算と審議結果

廃車されるバイオ燃料車

令和元年度に設置されたコナン像（大栄庁舎前） ©青山剛昌／小学館

補助対象の電気柵設備

議会だより北栄 ５５号
２０２０年５月5

令和２年度一般会計予算に盛り込まれた事業を取り上げました。

住みよい
まちに 注目事業はこれだ

　　コナンカラーオブジェ２体の設置とJRコナン駅駐
輪場を改修し、コナンラッピングロッカーを新設。
大型キャリーケースが収容可能となる。

　今年のふるさと納税寄付金は、前年度の２
倍強を見込んでいる。魅力あるまちづくりの
貴重な財源となる。返礼品代と送料に２億
3135万円を計上。

　侵入防止柵購入支援事業補助金（単
町）イノシシやアナグマによる西瓜へ
の被害が多いため、電気柵設置を行う
農家またはJAへ補助する。

　３か年計画の２年目。大栄小学校を
除く３小中学校施設をLED化する。大
栄小学校は、すでに完了した。

継続

継続

新規 有害鳥獣防除

学校施設のLED化

５億1700万円

2270万円

182万円 929万円

継続・新規 観光振興

ふるさと納税寄付金

大栄小学校

　地方公務員法等の改正に伴い、４月１日から
従来の「臨時的任用職員等」が「会計年度任用
職員」となるもの。一般会計での該当者は158
人だが、全会計の合計では171人となる。

新規 会計年度任用職員制度
スタート

５億255万円

　今年度が最終年度となる。３期
工事（18戸）、集会所の解体と新
築、外構整備で完了となる。

継続

３億1947万円
由良宿団地の建替
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一
般
会
計
補
正
予
算
（
８
号
）

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

藤
田　
和
徳

　
児
童
生
徒
一
人
一
台
の
パ
ソ
コ

ン
を
整
備
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
は
、
子
ど
も
達
の
学
力
向
上
が

狙
い
な
の
か
、
教
職
員
の
負
担
軽

減
が
狙
い
な
の
か
。
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
て
何
が
で
き
る
の
か
。

大
庭
教
育
総
務
課
長

　
教
員
の
負
担
軽
減
と
い
う
よ

り
、児
童
・
生
徒
の
た
め
で
あ
る
。

パ
ソ
コ
ン
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

ど
う
い
っ
た
活
用
方
法
が
あ
る
の

か
を
検
討
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

プ
レ
ゼ
ン
教
育
、
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
の
活
用
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
な
ど
。

問答

業
務
に
支
障

井
上　
信
一
郎

　
看
護
師
、
保
健
師
２
名
の
賃
金

が
応
募
が
な
く
減
額
と
な
っ
て
い

る
。
業
務
に
支
障
は
な
い
の
か
。

吉
岡
健
康
推
進
課
長

　
検
診
担
当
の
割
り
振
り
を
調
整

し
て
い
る
。た
だ
、業
務
の
研
究
、

調
査
、
保
健
指
導
な
ど
が
十
分
に

行
え
て
い
な
い
。

人
間
ド
ッ
ク

田
中　
精
一

　
人
間
ド
ッ
グ
委
託
料
が
減
額
さ

れ
て
い
る
。
予
算
を
残
さ
な
い
よ

う
、
努
力
し
て
ほ
し
い
。

吉
岡
健
康
推
進
課
長

　
当
初
の
３
３
０
名
程
度
の
申
込

み
に
対
し
、
受
診
し
た
の
は
約
２

５
０
名
だ
っ
た
。
勧
奨
し
た
が
受

診
に
至
ら
な
か
っ
た
。
勧
奨
の
や

り
方
を
工
夫
し
、
受
診
者
が
増
え

る
よ
う
取
組
む
。

問答問答

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

津
川　
俊
仁

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に

関
わ
る
マ
ス
ク
や
空
気
清
浄
機
は

直
ち
に
購
入
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
か
。大

庭
教
育
総
務
課
長

　
マ
ス
ク
な
ど
の
消
耗
品
に
つ
い

て
は
、
こ
ど
も
園
に
あ
る
在
庫
で

対
応
す
る
。
空
気
清
浄
機
は
今
す

ぐ
に
は
購
入
で
き
な
い
が
、
換
気

等
を
十
分
行
い
対
策
し
て
い
く
。

問答

質 疑 あ れこれ

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
へ
の
取
組
な
ど
環
境
政
策
の
推
進
の
た
め
組
織
機

構
の
改
革
を
行
う
。

　
町
の
都
合
で
、
た
び
た
び
課
の
名
称
を
変
え
る
こ
と
は
、
町
民
お

よ
び
職
員
に
と
っ
て
非
常
に
迷
惑
で
戸
惑
う
。
ま
た
、
余
分
な
費
用

が
発
生
す
る
。

　
気
候
非
常
事
態
宣
言
に
始
ま
り
、
課
の
新
設
は
、
環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
に
対
す
る
町
の
熱
意
を
十
分
感
じ
る
。
中
長
期
的
に
見
て

も
従
来
の
発
想
だ
け
で
な
く
、
変
革
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
機

を
逃
す
こ
と
な
く
機
構
改
革
を
行
う
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
者

　
長
谷
川
・
宮
本
・
飯
田
・
秋
山
・
油
本

　
斉
尾
・
藤
田
・
津
川
・
阪
本
・
野
田 新設・再編

町民課
住民室
税務室
評価室
環境エネルギー課
生活環境室
地域エネルギー推進室

現行
住民生活課
住民相談室
生活環境室
地域エネルギー推進室
税務課
税源対策室
資産評価室

反
対
討
論

町
田　
貴
子

賛
成
討
論

藤
田　
和
徳

採
　
　
決

課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

一
般
会
計
補
正
予
算
（
９
号
）

玄関先に設置されたアルコール消毒液
（由良こども園）

全児童・生徒に配備
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陳情件名 提出者 採決結果 委員会の意見・討論・結果
公共放送の運営に係るコンプライア
ンスの徹底及び、消費者保護体制の
強化を求める意見書の提出について

足羽　佑太 不採択
賛成なし

陳情者の願意を満たすた
めの意見書の提出は必要
ない。

自衛隊の中東派遣に反対する意見書
の提出について 足羽　佑太

不採択
賛成３人
（起立少数）

本町議会で判断すべき事
項ではない。
（賛成討論）　長谷川昭二
派兵された自衛隊が紛争に巻き込
まれ、武力行使をする危険がある
ため。
（反対討論）　斉尾智弘
派遣は厳格なシビリアンコント
ロールの下で実施され情報収集
と、航行の安全に応えている。
また、ロウハニイラン大統領に
も理解されている。

女性差別撤廃条約選択議定書の速や
かな批准を求める陳情

新日本婦人の会鳥取県本部
　会長　山内　淳子

採　択
全会一致
意見書を提出

女性差別撤廃のため、選
択議定書の速やかな批准
が必要である。

選択的夫婦別姓の導入など、一日も
早い民法改正を求める意見書の提出
について

新日本婦人の会鳥取県本部
　会長　山内　淳子

採　択
全会一致
意見書を提出

民法の差別的規定は早期
に改正すべき。

公定価格の改善、待機児童解消、保
育士の処遇改善のための必要な措置
を求める意見書の提出について

鳥取の保育を考える会
　会長　石井　由加利

採　択
全会一致
意見書を提出

大幅な処遇改善により保育
士を確保し、質の高い幼児
教育・保育の機会を保障す
る必要がある。

公立・公的424病院に対する具体的
対応方針の「再検証」要請を白紙撤
回し、地域医療を充実するよう求め
る意見書の提出について

鳥取県医療労働組合連合会
　執行委員長　池原　裕子
鳥取県社会保障推進協議会
　会長　藤田　安一

採　択
全会一致
意見書を提出

公表された鳥取県内４病院
は、いずれも医療資源が乏
しい地域であり、安心して
住み続けられる地域づくり
には欠かせないため。

みなさんからの 陳情 はこうなりました

議案・補正予算等の審議結果

条
例
　
ほ
か

課設置条例の一部改正 賛成10で可決
行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例の一部改正

全会一致で可決

職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正
職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正
会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正
税条例の一部改正
農村環境改善センターの設置及び管理に関する条例の一部改正
被災者住宅再建支援事業助成条例の一部改正
工事請負変更契約の締結（お台場大橋橋梁修繕工事）
第２期子ども・子育て支援事業計画の策定
倉吉市との間における定住自律圏形成協定の変更
議会委員会条例の一部改正

補
正
予
算

一般会計（第８号・第９号） （△19,245千円・3,977千円）
国民健康保険特別会計（第４号） （2,392千円）
介護保険特別会計（第４号） （3,366千円）
栄財産区特別会計（第１号） （166千円）
後期高齢者医療特別会計（第１号） （3,263千円）

 



令和元年度　 高校生議会（令和２年１月15日開会）

北
きた
尾
お
風
ふう
馬
ま
　議長

堀
ほり
本
もと
龍
りゅう
治
じ
　議員

ふるさと館の今後
問　  現在のふるさと館は青山剛昌先

生に、移転新築構想のある展示
館は「名探偵コナン」に特化し
て、棲み分けをはっきりさせて
はどうか。

町長  ふるさと館あり方検討委員会の
提言を待って、判断したい。提案は一つの案として
参考にしたい。

武
たけ
智
ち
玲
れ
穂
お
奈
な
　議員

電子掲示板の設置
問　  役場前交差点付近に電子掲示板

を設置して、町の各種催しの
PRにあわせて、育英高校の部
活動の成績や学祭などのイベン
ト予告を流すことで町が元気に
なると考える。

町長  設置費が高額で維持費も必要であり、実現は難しい。
　　  高校入口の駐車場フェンスに横断幕であれば、設置

は可能である。

前
まえ
田
た
万
ばん
璃
り
　議員

レクリエーション教室の開催
問　  運動機能の向上につながるレク

リエーション教室を、全自治会
で定期的に実施してはどうか。
介護職を目指す高校生はボラン
ティアとして参加することで、
職業選択の勉強になる。

町長  現在28自治会で実施している。自治会長会で実施
へのお願いをしている。高校生ボランティアは、夏
休みなどに希望があれば参加できるよう考えたい。

井
い
坂
さか
　涼

りょう
　議員

海岸の漂着ごみ
問　  専門家を呼んで、漂着ごみを

考えるセミナーを開催して
は。町民が環境問題に関心を
持ち、環境にやさしいまちに
作り上げていくことができる。

町長  地域の環境を守るための意識
啓発につながる良い取り組みだと思う。環境出前
講座などで話をし、セミナー開催も検討したい。

井
いの
上
うえ
華
か
恋
れん
　議員

SNSの発信方法
問　  本町に来訪する外国人観光

客、特にアジア圏言語での情
報発信をしては。豊かな自然
やおいしい食物を紹介した
PR動画を作って発信すべき。

町長  アジア圏言語を話す職員はい
ないので、タイムリーな情報発信は難しいが、今後検
討する。高校生から動画作成の提案をいただき、町
が作成支援することでおもしろいPR動画ができる。

中
なか
口
ぐち
達
たつ
哉
や
　議員

県内で町のPR
問　  まずは、鳥取県内の人達に本

町をPRすることで段階的に
中国地方、西日本、全国と広
がっていくのではないか。

町長  町の魅力発信は、県内外を問
わずSNSを活用し情報発信
している。北栄町に興味を持ってもらえるよう努
める。
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　鳥取中央育英高校の生徒が、これからの
まちづくりや、観光、環境、情報発信など
について、若い感性で町長、教育長に質問
しました。

北栄町の
未来に向けて

令和元年度　 高校生議会（令和２年１月15日開会）

深
ふか
田
た
健
けん
太
た
　議員

観光スポットを増やして
（北条地区の活性化）
問　  名産のラッキョウを用いたイ

ベント、施設、そして新商品
の開発で北条地区の活性化を
図ってはどうか。

町長  ラッキョウ単体の魅力を発信
し、観光スポットとなるほど観光客を誘客するこ
とはかなりハードルが高い。

コラボ商品
問　  コナンとラッキョウをコラボさせた缶バッジのよ

うな商品を。
町長  コラボ商品を作る場合、製造費用の他に著作権料

が上乗せされる。これを承知の上で開発に取り組
む場合は支援していく。

新しい祭り
問　  コナン通りを歩行者天国にして、パレードやコン

サートを行う新たな祭りを開催しては。
町長  「北栄砂丘まつり」などがすでにあるため、新た

な祭りの開催は難しい。

千
せん
石
ごく
顕
けん
正
しょう
　議員

お見合い企画
問　  お見合い企画のテレビ番組に応

募し、町の施設を利用して放送
すれば、町のPRや観光客の集
客につながる。

町長  テレビ放送は多額の費用（450
万円）がかかり、そこまでの費
用をかけることが妥当かどうか、今後の研究、検討
が必要である。

谷
たに
田
だ
百
も
々
も
花
か
　議員

空き店舗の再利用
問　  コナン通りの空き店舗を町が借

り受けて、町費で土産店や飲食
店に特化して改修してはどうか。

町長  貸し出し可能な物件情報を集約
した（仮称）「空き店舗バンク」
を整備し、出店を目指す方と所
有者の橋渡しを行えるよう進めたい。

福
ふく
山
やま
緩
かん
千
ち
　議員

大栄西瓜の品種改良
問　  種なしスイカの開発にトライし

てみてはどうか。
町長  大栄西瓜は国の地理的表示

（GⅠ）保護制度に登録され、
その特性や生産方法まで細かく
登録している。これに合致した
品種があれば検討も可能だが、現状では難しい。

中
なか
原
はら
彩
あや
貴
き
　議員

外国観光客に太鼓体験
問　  日本文化に触れてみたいとい

う外国人観光客がいる。太鼓
を教える団体に協力していた
だき、太鼓の演奏を披露した
り、太鼓の体験を行ってみた
りしては。

教育長  大栄小学校の黒ぼく太鼓は昨年頃から活動休止、
砂丘太鼓は新たな形で復活させようと今年サーク
ル化が始まろうとしている。機会があれば披露、
体験は可能だと思う。

三
み
谷
たに
佑
ゆう
奈
な
　議員

結婚披露宴で地元食材を
問　  披露宴に北栄農産物を使った

コース料理を提供してはどう
か。また、料理の一部をふる
さと納税の返礼品としてはど
うか。

町長   地元ホテルでは各コースの前
菜に共通メニューとして県内の特産品を活用した
一品を盛り付けている。お客様の注文があれば幅
広く対応できるとのこと。返礼品は遠距離の配送
にも対応でき、一定期間日持ちする加工、包装が
可能な料理が実現できれば取り組んでみたい。

議会だより北栄 ５５号
２０２０年５月9



議会だより北栄 ５５号
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質問分野 質　　問　　事　　項 質 問 者 ページ

政策・選挙
選挙投票率 飯田　正征

11
議会軽視は町民軽視 阪本　和俊

生活・環境

多目的広場（旧テニスコート）を地域の交流広場に 宮本　幸美
12

北栄町気候非常事態宣言 藤田　和徳
河川の不要な許可工作物の撤去

斉尾　智弘
13

所有者のいない猫対策
SDGsの達成

14
文化財の保護 阪本　和俊

健康・福祉

障がい者とバリアフリー 飯田　正征
15

介護福祉施策 町田　貴子
子ども医療費の無料化 野田　秀樹

16
地域福祉推進計画 秋山　　修
医療・介護の負担増と給付削減

長谷川昭二
17

国保の資格証明書・短期保険証の発行中止

教育
教員の長時間労働

18
放課後児童クラブの運営体制 油本　朋也

農商工

道の駅「北条公園」再整備事業
藤田　和徳 19

起業・創業への支援制度
砂丘地農業の今後は 宮本　幸美

20
発酵熱栽培 飯田　正征
ドリーム農場の運営と社長の責任 阪本　和俊 21

ここを う問町
政

３月定例議会では10人の議員が
21問の一般質問を行いました。

町
政
こ
こ
を
問
う

議
会
軽
視
は
町
民
軽
視

町
長

議
会
に
説
明
し
て
き
た

　
　
　
　
　
　
十
分
な
チ
ェッ

ク
が
で
き
て

い
な
か
っ
た
。
修
正
・
訂
正

が
続
く
と
、
議
会
や
町
民
に

不
信
感
が
生
じ
て
く
る
の

で
、
し
っ
か
り
対
応
し
て
い

き
た
い
。
将
来
的
な
計
画
を

立
て
て
い
く
こ
と
も
ま
ち
づ

く
り
に
は
大
切
で
あ
る
。
新

し
い
事
業
や
提
案
に
つ
い
て

は
、
全
員
協
議
会
等
で
説
明

し
て
き
た
。
執
行
部
だ
け
で

進
め
て
い
く
も
の
で
は
な

く
、
議
会
軽
視
に
は
あ
た
ら

な
い
。

町
長

阪本　和俊

指
導
監
督
責
任

議会だより北栄 ５５号
２０２０年５月11

　
　
　
　
　
　
　
❶
直
前
の

参
議
院
選

挙
の
投
票
率
57
・
37
㌫
は
、

全
国
平
均
48
・
80
㌫
を
上

回
っ
て
お
り
、
現
行
の
投
票

体
制
の
充
実
で
維
持
し
た

い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
平
成

26
年
に
実
施
し
て
お
り
考
え

て
い
な
い
。

❷
直
前
の
参
議
院
選
挙
の
投

票
率
は
26
・
43
㌫
で
、
全
国

平
均
を
５
・
85
ポ
イ
ン
ト
下

回
っ
て
い
る
。
今
後
も
町
内

高
校
等
で
の
選
挙
出
前
授
業

を
実
施
し
た
い
。

❸
個
別
地
区
の
対
応
で
な

く
、
町
全
体
の
投
票
率
向
上

に
向
け
た
啓
発
活
動
の
な
か

で
実
施
し
て
い
き
た
い
。

選
管
委
員
長

　
　
　
　
　
　
❶
全
国
で

は
、
投
票

所
を
商
業
施
設
内
へ
の
設

置
、移
動
投
票
車
の
派
遣
、

タ
ク
シ
ー
の
無
料
送
迎
、

共
通
投
票
所
の
設
置
、
投

票
時
間
の
拡
大
な
ど
工
夫

を
凝
ら
し
て
い
る
。
投
票

率
向
上
に
つ
い
て
、
ア
ン

ケ
ー
ト
で
有
権
者
の
意
向

を
調
査
し
て
は
ど
う
か
。

❷
全
国
的
に
18
・
19
歳
の

投
票
率
が
低
い
。
本
町
で

は
ど
う
か
。

❸
ほ
ぼ
毎
回
、
投
票
率
が

低
い
地
域
へ
の
対
策
は
あ

る
か
。

飯
田

　
　
　
　
　
　
議
案
書
等

の
度
重
な

る
修
正
や
訂
正
の
原
因

は
、
町
長
の
内
部
統
制
が

職
員
に
徹
底
し
て
い
な
い

証
拠
で
あ
る
。
議
会
に
何

の
説
明
も
な
く
、
北
栄
・

琴
浦
・
湯
梨
浜
の
３
町
で

売
電
事
業
を
始
め
る
。
い

き
な
り
北
栄
町
気
候
非
常

事
態
宣
言
を
す
る
。
青
山

剛
昌
ふ
る
さ
と
館
の
新
築

移
転
に
つ
い
て
、
議
会
説

明
の
前
に
公
の
場
で
20
億

円
程
度
か
か
り
そ
う
と
問

題
発
言
が
あ
っ
た
。

　
素
晴
ら
し
い
提
案
で

も
、
財
政
無
視
は
問
題
で

あ
り
、
議
会
軽
視
は
町
民

軽
視
に
つ
な
が
る
。
町
民

の
公
平
な
意
見
を
聞
く
べ

き
で
あ
る
。

阪
本

選管委員長現体制での充実で維持
向上対策はあるか

飯田　正征

選挙投票率

町
政
こ
こ
を
問
う
（
政
策
・
選
挙
）



議会だより北栄 ５５号
２０２０年５月 12

　
　
　
　
　
　
「
で
き
る
か
・

で
き
な
い
か
」

の
問
題
で
は
な
く
「
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
最
重
要

課
題
と
考
え
て
い
る
。
令
和

２
年
度
に
新
た
に
「
環
境
エ

町
長

　
　
　
　
　
　
こ
の
場
所
は

北
条
地
区
の

振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
団

体
か
ら
交
流
の
場
と
し
て
の

提
案
が
あ
る
。

　
北
条
こ
ど
も
園
、
小
学
校

か
ら
も
近
く
災
害
時
の
緊
急

の
避
難
場
所
と
し
て
も
活
用

や
園
外
・
校
外
学
習
活
動
の

場
と
し
て
も
活
用
で
き
る
。

交
流
の
場
と
し
て
は
関
係
者

の
皆
様
と
話
し
合
い
な
が
ら

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

町
長

　
　
　
　
　
　
茶
臼
山
の

ふ
も
と
に

あ
る
多
目
的
広
場
（
旧
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
跡
地
）
を
国

坂
、
国
坂
東
団
地
、
国
坂

中
団
地
の
３
地
域
の
交
流

広
場
に
整
備
し
て
は
。

　
中
団
地
は
近
年
人
口
が

増
え
必
要
で
あ
る
。
さ
ら

に
こ
の
場
所
は
高
台
の
た

め
災
害
時
の
緊
急
避
難
場

所
に
も
適
当
と
考
え
る
。

宮
本

　
　
　
　
　
　
町
長
は
、

２
０
５
０

年
ま
で
に
人
為
的
Ｃ
Ｏ
２

実
質
排
出
ゼ
ロ
を
目
指
す

と
宣
言
し
た
。
本
当
に
可

能
な
の
か
。
今
後
ど
の
よ

う
な
町
づ
く
り
を
目
指
す

の
か
。

　
本
町
に
、
海
水
か
ら
電

気
分
解
に
よ
っ
て
水
素
を

取
り
出
し
、
ま
た
水
素
と

藤
田

酸
素
の
化
学
反
応
に
よ
る

燃
料
電
池
と
い
っ
た
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
構
築
が

絶
対
必
要
で
あ
る
。
ぜ
ひ

研
究
を
。

町長 前向きに検討
地域の交流広場に

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
構
築
を

町
長

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
で
取
り
組
む

ネ
ル
ギ
ー
課
」
を
設
置
し
、

環
境
、
産
業
、
福
祉
等
の
分

野
を
超
え
た
横
断
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
体
制
を
つ
く
っ

て
い
く
。
２
０
５
０
年
ま
で

の
ゴ
ー
ル
を
見
据
え
た
計
画

を
策
定
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
を
回
し
な
が
ら
、
常
に

ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
て
い
く

仕
組
み
も
検
討
す
る
。

　
全
国
で
は
、
水
素
を
使
っ

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置

し
、
水
素
自
動
車
を
走
ら
せ

て
い
る
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
も
新
設
課
で
取
り
組

む
。

多目的広場

気
候
非
常
事
態
宣
言

宮本　幸美

整備が待たれる多目的広場

藤田　和徳

町
政
こ
こ
を
問
う
（
生
活
・
環
境
）

議会だより北栄 ５５号
２０２０年５月13

　
　
　
　
　
　
県
で
は
「
地

域
猫
活
動
」

に
対
す
る
補
助
制
度
を
設
け

て
い
る
の
で
、
今
後
個
人
だ

け
で
な
く
地
域
で
取
り
組
み

を
広
げ
た
い
と
い
う
自
治
会

が
あ
れ
ば
、
こ
の
補
助
金
の

活
用
を
検
討
し
た
い
。
ま
た

町
長

条
令
に
つ
い
て
は
、
県
が
条

令
改
正
を
す
る
予
定
な
の
で

こ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
周

知
啓
発
を
行
う
。
功
労
者
表

彰
に
つ
い
て
は
、
国
の
表
彰

制
度
に
つ
い
て
推
薦
を
行
っ

て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
全
国
的
に

子
猫
を
捨

て
る
者
や
飼
っ
て
い
な
い

の
に
、
可
愛
そ
う
と
い
う

理
由
で
餌
を
や
り
続
け
る

者
が
後
を
た
た
な
い
。
同

じ
自
治
会
の
住
民
同
士
で

も
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と

が
あ
る
。

　
本
町
で
も
状
況
は
同
じ

で
あ
り
、
解
決
方
法
と
し

て
は
「
地
域
猫
活
動
」
の

取
り
組
み
が
あ
る
。
本
町

で
も
取
り
組
む
べ
き
と
考

え
る
。
ま
た
動
物
愛
護
の

条
令
を
制
定
し
、
あ
わ
せ

て
功
労
者
表
彰
制
度
の
創

設
を
求
め
る
。

斉
尾 地

域
猫
活
動
の
取
組

町
長

県
の
補
助
金
を
活
用

　
　
　
　
　
　
遊
休
水
利
権

の
実
態
と
許

可
工
作
物
の
調
査
は
、
県
が

慣
行
水
利
権
等
の
実
態
を
届

け
出
な
ど
に
よ
り
把
握
し
て

い
る
。
さ
ら
に
河
川
パ
ト

ロ
ー
ル
で
取
水
堰
の
未
使
用

な
ど
の
点
検
項
目
も
追
加

し
、
豪
雨
時
の
越
水
が
な
い

よ
う
充
分
点
検
し
て
い
る
の

で
、
新
た
に
調
査
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。

　
ま
た
許
可
工
作
物
の
撤
去

費
用
は
、
事
業
に
採
択
要
件

が
あ
る
。

町
長

　
　
　
　
　
　
気
候
変
動

の
影
響
に

よ
り
、
豪
雨
被
害
が
い
た

る
所
で
発
生
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
県
で
は
対
策
と

し
て
川
底
の
土
砂
掘
削
工

事
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
今
ま
で
隠
れ
て

い
た
取
水
堰
が
、
目
立
つ

よ
う
に
な
っ
た
。
使
わ
れ

て
い
な
い
許
可
工
作
物
が
、

そ
の
ま
ま
に
な
り
治
水
上

の
支
障
と
な
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
い
る
。

　
本
町
の
遊
休
水
利
権
の

実
態
と
許
可
工
作
物
の
調

査
、
及
び
撤
去
費
用
の
助

成
を
す
べ
き
。

斉
尾

町長 補助事業には採択要件
撤去費用を助成
不要な許可工作物

所
有
者
の
い
な
い
猫

「地域猫」取り組みチラシ

不要な取水堰（下種）

斉尾　智弘

町
政
こ
こ
を
問
う
（
生
活
・
環
境
）



議会だより北栄 ５５号
２０２０年５月 14

　
　
　
　
　
　
町
の
文
化
財

や
資
料
は
、

処
分
し
た
の
で
は
な
い
。
保

存
し
て
お
り
、
機
会
が
あ
れ

ば
展
示
し
て
い
く
。

町
長

　
　
　
　
　
　
環
境
や
生
態

系
の
保
護
・

再
生
は
、
我
々
の
生
活
を
根

本
か
ら
支
え
る
生
命
の
基
盤

で
あ
り
、
環
境
・
経
済
・
社

会
面
の
目
標
を
統
合
的
に
達

成
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
海
岸
線
の
侵
食
は
現
在
も

進
ん
で
お
り
、
重
要
な
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

引
き
続
き
国
、
県
に
要
望
活

動
を
行
う
。

町
長

　
　
　
　
　
　
持
続
可
能

な
社
会
の

実
現
の
た
め
に
は
、
こ
れ

ま
で
と
全
く
違
っ
た
形
で

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
、
医

療
、
食
料
供
給
、
土
地
や

天
然
資
源
の
利
用
を
実
現

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
経
済
成
長
主
体
で
は
な

く
、
生
態
系
の
保
護
や
再

生
を
重
視
す
る
社
会
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
る
が
見
解

は
。
生
態
系
の
危
機
と
し

て
西
新
田
場
、
東
園
の
浜

の
侵
食
が
進
ん
で
い
る
が

対
策
は
。

斉
尾

　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と

館
は
本
来

大
栄
歴
史
文
化
学
習
館
の

一
時
使
用
と
し
て
始
ま
っ

た
も
の
で
あ
る
。
歴
文
の

資
料
の
保
存
と
国
史
跡

「
由
良
台
場
」
や
「
六
尾

反
射
炉
」
の
発
信
基
地
で

あ
っ
た
が
、
な
ぜ
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
処
分
し
た
の
か
。

阪
本 な
ぜ
処
分

町
長

保
存
し
て
い
る

文
化
財
保
護

町長 国県に要望
海岸の浸食

斉尾　智弘

阪本　和俊

浸食が進む東園海岸

保存されている資料（みらい伝承館）

SDGs

町
政
こ
こ
を
問
う
（
生
活
・
環
境
）

議会だより北栄 ５５号
２０２０年５月15

　
　
　
　
　
　
❶
待
機
者
数

は
複
数
申
込

み
が
ほ
と
ん
ど
で
実
数
は
把

握
で
き
な
い
が
、
第
８
期
介

護
保
険
事
業
計
画
に
お
い
て

対
応
を
検
討
す
る
。

❷
介
護
予
防
の
推
進
は
社
会

福
祉
協
議
会
や
自
治
会
長
会

で
お
願
い
し
て
い
る
。

❸
独
居
要
介
護
者
の
見
守
り

町
長

は
民
生
委
員
で
生
活
状
況
の

把
握
、相
談
、助
言
を
行
い
、

支
援
が
必
要
な
世
帯
に
訪
問

し
て
い
る
。

❹
地
域
福
祉
推
進
計
画
の
基

本
目
標
で
あ
る
「
地
域
で
支

え
あ
う
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

し
く
み
づ
く
り
」の
実
現
が
、

課
題
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
今
回
の
新
設

ト
イ
レ
は
、

既
設
の
ト
イ
レ
が
Ｇ
・
Ｇ

コ
ー
ス
や
青
空
広
場
か
ら
遠

い
た
め
、
利
便
性
向
上
の
目

的
で
休
憩
棟
付
近
を
選
定
し

た
。
レ
ー
ク
サ
イ
ド
大
栄
内

に
は
２
か
所
の
多
目
的
ト
イ

レ
が
あ
り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

法
（
通
称
）
に
は
違
反
し
て

い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
障
害
者
差
別

解
消
法
で
は

公
共
施
設
を
利
用
さ
れ
る
障

が
い
者
の
利
用
に
つ
い
て
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
利
便
性

向
上
に
努
め
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
利

用
者
に
わ
か
り
や
す
い
案
内

表
示
な
ど
も
重
要
と
考
え
て

い
る
。

町
長

教
育
長

　
　
　
　
　
　
レ
ー
ク
サ

イ
ド
大
栄

に
新
築
予
定
の
ト
イ
レ

は
、
車
椅
子
の
人
が
利
用

で
き
な
い
場
所
に
建
設
さ

れ
る
。

　
９
月
議
会
で
の
予
算
審

議
で
町
長
は
「
車
椅
子
の

人
は
、
別
の
場
所
に
あ
る

ト
イ
レ
を
利
用
く
だ
さ

い
」と
の
答
弁
だ
っ
た
が
、

こ
れ
は
障
が
い
者
差
別
で

は
な
い
か
。
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
、
障
が
い
の
あ

る
人
な
い
人
、
す
べ
て
の

人
が
利
用
で
き
る
バ
リ
ア

フ
リ
ー
施
設
と
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

飯
田

　
　
　
　
　
　
今
後
益
々

高
齢
者
が

増
加
す
る
。

❶
入
所
施
設
の
待
機
者
数

と
そ
の
対
策
は
。

❷
介
護
予
防
事
業
の
推
進

方
法
は
。

❸
独
居
介
護
者
の
見
守
り

体
制
。

❹
町
民
へ
の
共
通
認
識
、

地
域
で
の
助
け
あ
い
が
必

要
だ
と
考
え
る
が
、
課
題

は
な
い
か
。

町
田 ど
う
す
る
介
護

町
長

基
本
目
標
の
実
現

介
護
福
祉
施
策

障がい者が利用できない

町田　貴子

社協で実施の健康体操教室

飯田　正征

町長 法令違反はしていない
教育長わかりやすい案内も重要

バリアフリー化

町
政
こ
こ
を
問
う
（
健
康
・
福
祉
）
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い
な
が
ら
、「
我
が
事
」
と

し
て
地
域
で
活
動
で
き
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
っ
て
い
く
。

　
事
業
評
価
は
、
今
後
毎
年

策
定
委
員
会
を
開
催
し
、
進

捗
状
況
を
管
理
・
点
検
し
て

い
く
よ
う
計
画
し
て
い
る

が
、
具
体
的
方
法
に
つ
い
て

は
、ま
だ
決
定
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
で
き
る
だ
け
数
値
目

標
を
設
定
し
、
分
か
り
易
い

見
え
る
化
に
努
め
る
。

　
　
　
　
　
　
今
年
度
は
、

住
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
開
催
や
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
版
全
戸
配
布
な
ど
に
よ
り

周
知
啓
発
に
努
め
る
。ま
た
、

計
画
の
め
ざ
す

「
地
域
共
生
社
会
」

を
実
現
す
る
た
め

に
、
地
域
の
あ
ら

ゆ
る
住
民
が
役
割

を
持
ち
、
支
え
あ

町
長

　
　
　
　
　
　
自
己
負
担
は

医
療
機
関
ご

と
に
通
院
が
１
日
５
３
０
円

で
、
月
５
日
以
上
は
全
額
助

成
し
て
い
る
。

　
入
院
は
１
日
１
２
０
０
円

で
非
課
税
世
帯
の
方
16
日
以

降
は
全
額
助
成
し
て
い
る
。

　
鳥
取
県
と
県
内
市
町
村
は

入
院
・
通
院
と
も
18
歳
の
年

度
末
ま
で
を
助
成
対
象
と
し

て
い
る
。全
国
町
村
会
で
は
、

無
料
化
を
実
施
す
る
よ
う
国

に
要
望
し
て
い
る
が
、
制
度

化
し
て
い
な
い
。

町
長

　
　
　
　
　
　
全
国
１
７

４
１
市
区

町
村
の
内
、
通
院
は
１
０

８
９
自
治
体
、
入
院
で
は

１
１
８
８
自
治
体
が
医
療

費
を
無
料
に
し
て
い
る
。

　
北
栄
町
で
も
医
療
費
を

無
料
に
し
て
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る

町
と
し
て
実
現
で
き
る
取

り
組
み
を
強
化
し
て
は
ど

う
か
。

野
田

　
　
　
　
　
　
「
北
栄
町

地
域
福
祉

推
進
計
画
」
に
は
、
高
齢

者
福
祉
、障
が
い
者
福
祉
、

児
童
福
祉
に
共
通
し
て
取

組
む
事
項
と
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
、
社
会
福
祉
事

業
の
健
全
な
発
達
、
地
域

福
祉
に
関
す
る
活
動
へ
の

住
民
参
加
の
促
進
が
盛
込

ま
れ
て
い
る
。

　
地
域
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
た
「
ニ
ッ
ポ
ン

一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」「
我

秋
山

が
事
・
丸
ご
と
」
に
沿
っ

た
住
民
へ
の
周
知
、
住
民

参
加
を
、
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
か
。

　
ま
た
、
事
業
評
価
を
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ

き
行
う
と
あ
る
。
目
標
の

数
値
化
、
結
果
の
見
え
る

化
も
必
要
と
考
え
る
が
、

ど
の
よ
う
に
行
う
か
。

ど
う
伝
え
る

町
長

住
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

町長 国に要望
子どもは無料に

みどり二区支え愛連絡会

秋山　修

野田　秀樹

医療費

地
域
福
祉
推
進
計
画

町
政
こ
こ
を
問
う
（
健
康
・
福
祉
）

発
行
中
止
を

町
長

適
正
に
対
応　

　
　
　
　
　
滞
納
者
の
実

情
を
踏
ま

え
、
相
談
に
応
じ
な
が
ら
関

係
法
令
に
、
基
づ
い
て
被
保

険
者
の
公
平
性
確
保
の
面
か

ら
も
適
正
に
対
応
し
て
い
る
。

町
長

議会だより北栄 ５５号
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自
己
負
担
割

合
は
鳥
取
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

を
通
じ
て
国
へ
現
状
維
持
の

要
望
を
求
め
て
い
く
。
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
割
合

は
町
と
し
て
は
、
む
や
み
に

利
用
者
負
担
が
増
え
、
高
齢

世
帯
の
生
活
へ
の
影
響
が
大

き
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
注

視
し
て
い
く
。

町
長

　
　
　
　
　
　
財
務
省
の

財
政
制
度

審
議
会
は
、
75
歳
以
上
の

窓
口
負
担
を
原
則
１
割
か

ら
原
則
２
割
負
担
な
ど
、

医
療
費
の
患
者
負
担
増
を

求
め
て
い
る
。
併
せ
て
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の

原
則
１
割
を
原
則
２
割
へ

引
き
上
げ
る
こ
と
を
念
頭

に
、
段
階
的
な
負
担
増
を

提
案
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
負
担
増
を
中
止
す
る
よ

う
国
へ
求
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

長
谷
川

　
　
　
　
　
　
横
浜
市
で

は
、
国
民

健
康
保
険
の
短
期
保
険
証

も
資
格
証
も
発
行
し
て
い

な
い
。
す
べ
て
正
規
の
保

険
証
。
と
り
わ
け
資
格
証

は
病
院
の
窓
口
で
医
療
費

の
10
割
を
負
担
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
お
金
が
な
け

れ
ば
病
院
に
か
か
れ
な
い

と
い
う
制
裁
措
置
。
患
者

の
受
療
権
を
侵
害
す
る
国

保
の
資
格
証
・
短
期
証
の

発
行
中
止
を
。

長
谷
川

誰でも安心して受けられる医療と介護へ

長谷川　昭二

資
格
証
・
短
期
証

町長 現状維持を国へ要望
負担増の中止を
医療・介護

町
政
こ
こ
を
問
う
（
健
康
・
福
祉
）



狭
く
て
入
れ
な
い

教
育
長

待
機
児
童
は
出
さ
な
い

入
れ
は
可
能
な
範
囲
と
判
断

し
て
い
る
。

　
し
か
し
現
場
の
状
況
を
見

な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の
安
心

安
全
な
保
育
環
境
を
維
持
す

る
た
め
、
施
設
内
の
十
分
な

ス
ペ
ー
ス
確
保
に
向
け
、
財

政
措
置
も
含
め
適
切
な
対
応

を
し
た
い
。
待
機
児
童
は
出

さ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
来
年
度
の
放

課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
登
録
申
込
数
は
増
え

る
見
込
み
だ
が
、
一
度
に
集

ま
る
児
童
数
を
最
近
の
デ
ー

タ
か
ら
見
れ
ば
、
ま
だ
受
け

教
育
長

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

議会だより北栄 ５５号
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制
度
の
活
用

は
各
学
校
と

十
分
な
協
議
を
重
ね
検
討
し

た
い
。

　
ま
た
「
教
職
員
の
勤
務
時

間
の
上
限
に
関
す
る
方
針
」

や
「
教
育
職
員
の
業
務
量
の

適
切
な
管
理
、
健
康
及
び
福

祉
の
確
保
を
図
る
た
め
に
講

ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
規

則
」
を
教
育
委
員
会
で
定
め

る
こ
と
も
法
改
正
に
よ
り
規

定
さ
れ
た
。
教
育
委
員
会
と

し
て
は
教
職
員
の
業
務
の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
、
部
活

動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
学
校
業

務
改
善
プ
ラ
ン
の
策
定
、
学

校
業
務
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
全

校
に
配
置
し
教
員
の
多
忙
、

負
担
軽
減
を
図
る
。

教
育
長

　
　
　
　
　
　
公
立
学
校

の
教
員
に

１
年
単
位
の
「
変
形
労
働

時
間
制
」
を
導
入
可
能
と

す
る
法
案
が
成
立
し
た
。

根
本
的
な
解
決
の
た
め
に

は
、
教
職
員
を
増
や
し
、

異
常
な
長
時
間
労
働
の
是

正
が
必
要
で
あ
り
、
制
度

の
導
入
に
反
対
を
す
べ
き

で
あ
る
。

　
検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

含
め
、
本
町
の
対
応
は
。

長
谷
川

教員の長時間労働

教育長 負担軽減を図る
是正が必要

長谷川　昭二

油本　朋也

北条なかよし学級

　
　
　
　
　
　
来
年
度
の

申
し
込
み

数
が
、
北
条
・
大
栄
両
施

設
と
も
運
営
可
能
と
さ
れ

る
上
限
を
上
回
る
見
込
み

で
あ
る
。

　
教
育
長
は
前
回
の
定
例

会
で
「
待
機
児
童
は
出
さ

な
い
」
と
明
言
し
た
が
、

現
在
の
施
設
の
面
積
で
児

童
の
受
入
れ
に
無
理
は
な

い
か
。
対
応
可
能
な
数
的

な
限
界
を
明
ら
か
に
超
え

油
本

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

　
新
学
期
は
目
前
に
迫
っ

て
い
る
。
具
体
的
な
対
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
政
こ
こ
を
問
う
（
教　
　
　
育
）

認
定
判
断
は

町
長

ま
ず
は
研
修
参
加

　
　
　
　
　
　
「
北
栄
町
創

業
支
援
事
業

補
助
金
交
付
要
綱
」
に
基
づ

い
て
認
定
し
て
い
る
。
創
業

希
望
者
等
に
行
う
研
修
会

（
経
営
セ
ミ
ナ
ー
）
や
経
営

支
援
相
談
会
な
ど
を
４
回
以

上
受
け
て
、
経
営
・
財
務
・

人
材
育
成
・
販
路
開
拓
等
の

基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
た
こ

と
の
証
明
書
が
交
付
さ
れ
る
。

町
長

証
明
書
が
交
付
さ
れ
た
創
業

者
は
、
会
社
を
設
立
す
る
際

の
登
録
免
許
税
の
軽
減
や
、

日
本
政
策
金
融
公
庫
の
新
創

業
融
資
制
度
の
自
己
資
金
要

件
が
充
足
し
て
い
る
も
の
と

み
な
さ
れ
る
ほ
か
、
新
規
開

業
支
援
資
金
の
貸
付
利
率
の

引
き
下
げ
な
ど
の
優
遇
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
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重
点
「
道
の

駅
」
の
具
体

的
な
メ
リ
ッ
ト
は
、
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
に
よ
り
、

防
災
機
能
の
強
化
及
び
子
育

て
応
援
機
能
の
強
化
等
に
関

す
る
支
援
を
受
け
ら
れ
る
。

　
現
在
の
道
の
駅
「
北
条
公

園
」
は
「
単
独
型
道
の
駅
」

だ
が
、
再
整
備
に
当
た
っ
て

は
、
駐
車
場
、
休
憩
施
設
、

ト
イ
レ
、
情
報
提
供
施
設
の

整
備
を
国
が
行
う
「
一
体
型

道
の
駅
」
へ
登
録
変
更
で
き

る
よ
う
国
土
交
通
省
と
協
議

す
る
。
町
の
負
担
額
は
今
後

の
検
討
事
項
で
あ
る
。

町
長

　
　
　
　
　
　
国
土
交
通

省
が
地
域

活
性
化
の
す
ぐ
れ
た
取
り

組
み
を
通
常
よ
り
手
厚
く

財
政
支
援
す
る
重
点
「
道

の
駅
」
に
本
町
の
「
北
条

公
園
」
が
選
ば
れ
た
。
こ

の
選
定
で
、
ど
の
よ
う
な

財
政
支
援
が
な
さ
れ
る
の

か
。
こ
れ
に
よ
り
町
の
負

担
額
は
、
ど
れ
く
ら
い
に

な
る
と
予
想
さ
れ
る
の
か
。

藤
田

　
　
　
　
　
　
起
業
・
創

業
を
希
望

す
る
者
は
、
産
業
支
援
セ

ン
タ
ー
や
商
工
会
が
実
施

す
る
経
営
支
援
相
談
や
、

研
修
会
に
参
加
し
て
認
定

さ
れ
た
者
で
な
け
れ
ば
創

業
支
援
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
認
定
判
断
は

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の

か
。
こ
れ
に
基
準
・
規
定

が
あ
る
の
か
。

藤
田

町長 国土交通省と検討
町の負担額は

藤田　和徳

着々と進む山陰道の工事

令和元年９月開催の企業セミナー
（中部支援センター）

重点「道の駅」

起
業
・
創
業

町
政
こ
こ
を
問
う
（
農　
商　
工
）



ハ
ウ
ス
に
取
り
入
れ
て
は

町
長

動
向
を
注
視
し
た
い

　
　
　
　
　
　
発
酵
熱
を
活

用
す
る
こ
と

で
、
冬
場
の
ハ
ウ
ス
内
の
暖

房
費
の
削
減
や
、
Ｃ
Ｏ
2
濃

度
が
高
ま
る
こ
と
に
よ
り
収

穫
量
の
増
加
や
糖
度
の
向
上

が
、
県
外
の
栽
培
実
証
実
験

で
見
込
ま
れ
る
よ
う
だ
。
今

後
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

町
長

　
ド
リ
ー
ム
農
場
で
の
発
酵

熱
利
用
は
、
現
時
点
で
は
温

度
調
節
が
容
易
な
ボ
イ
ラ
ー

式
の
方
が
有
効
と
考
え
て
い

る
。引
き
続
き
情
報
収
集
し
、

本
町
農
業
に
取
り
入
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
、
前
向
き

に
検
討
し
た
い
。

砂丘地農業

発
酵
熱
栽
培

議会だより北栄 ５５号
２０２０年５月 20

　
　
　
　
　
　
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
は

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
、
北
条
砂
丘
活
性
プ
ラ
ン

を
作
成
し
、
担
い
手
、
新
規

就
農
者
の
確
保
、
農
地
利
用

の
効
率
化
な
ど
生
産
振
興
に

関
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

来
た
。

　
加
工
用
ぶ
ど
う
の
栽
培
拡

大
な
ど
明
る
い
話
題
も
あ

り
、
遊
休
農
地
は
減
少
傾
向

に
あ
る
。
ま
だ
ま
だ
厳
し
い

状
況
で
あ
り
今
後
も
砂
丘
地

農
業
を
考
え
る
会
で
課
題
解

決
に
向
け
た
検
討
を
し
て
い

き
た
い
。

町
長

　
　
　
　
　
　
北
条
砂
丘

地
は
ぶ
ど

う
、
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
、
白
ネ

ギ
な
ど
栽
培
さ
れ
て
い
る

が
高
齢
化
と
後
継
者
不
足

で
遊
休
農
地
が
増
え
こ
の

先
不
透
明
な
状
況
で
あ
る
。

　
加
工
用
ぶ
ど
う
の
栽
培

が
は
じ
ま
っ
て
い
る
が
、

管
理
不
十
分
な
面
も
あ
る
。

さ
ら
に
気
候
非
常
事
態
が

進
む
中
、
今
後
の
栽
培
管

理
が
難
し
く
重
要
課
題
で

あ
る
。

　
新
し
い
組
織
を
つ
く
り

協
議
を
す
る
場
が
必
要
と

考
え
る
。

宮
本

　
　
　
　
　
　
木
く
ず
や

米
糠
等
を

発
酵
さ
せ
た
時
に
発
生
す

る
熱
や
二
酸
化
炭
素
を
活

用
し
た
「
発
酵
熱
栽
培
」

は
、
収
穫
量
ア
ッ
プ
が
見

込
め
る
と
の
情
報
が
あ

る
。
ま
た
農
薬
・
肥
料
散

布
や
水
や
り
の
削
減
効
果

も
あ
る
と
聞
く
。

　
本
町
の
ハ
ウ
ス
野
菜

や
、
ド
リ
ー
ム
農
場
の
イ

チ
ゴ
の
栽
培
に
取
り
入
れ

て
は
ど
う
か
。

飯
田

後継者がなく放置された大型ハウス

ボイラー式の加温ハウス
（ドリーム農場）

町長 考える会で課題解決
栽培管理が難しい

飯田　正征

宮本　幸美

町
政
こ
こ
を
問
う
（
農　
商　
工
）

議会だより北栄 ５５号
２０２０年５月21

　
　
　
　
　
　
社
長
兼
務

は
、
地
方
自

治
法
・
民
法
・
会
社
法
に
抵

触
す
る
事
実
は
な
い
。
社
長

と
し
て
の
責
務
を
果
た
し
て

い
き
た
い
。

　
１
月
は
イ
チ
ゴ
の
味
に
多

少
バ
ラ
つ
き
が
あ
っ
た
も
の

の
、
お
い
し
い
イ
チ
ゴ
を
出

荷
で
き
た
と
考
え
る
。
取
引

先
や
消
費
者
か
ら
の
苦
情
は

１
件
も
な
く
、
実
際
に
食
べ

て
い
た
だ
い
た
上
で
品
質
に

満
足
い
た
だ
き
、
新
た
に
取

り
扱
い
を
始
め
て
い
た
だ
い

た
小
売
店
も
あ
る
。

町
長

　
　
　
　
　
　
町
長
の
北

栄
ド
リ
ー

ム
農
場
社
長
兼
務
は
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　
過
去
３
年
間
の
決
算
は

計
画
未
達
成
で
あ
り
、
イ

チ
ゴ
の
糖
度
不
足
は
、
時

期
に
も
よ
る
が
問
題
で
あ

る
。
消
費
者
に
分
か
り
や

す
く
表
示
し
、
販
売
す
る

こ
と
が
信
頼
回
復
に
つ
な

が
る
。

阪
本

町長 責務を果たす
社長の責任

阪本　和俊

追跡あの質問はどうなった?
【令和元年３月定例会】

Q．北条こども園の反響音対策
【油本議員】
こども園の遊戯室は、話声や物音が異常に反響し園児の
声が聞きづらい。

【別本教育長】
既存の仕上げ材の上に、吸音性があり反響音を軽減でき
る仕上げ材を重ね張りする。

問

答

A．令和元年12月に改修工事が完了し、改善された。

ドリーム農場の事務所（青木）

上部に張られた吸音パネル

北栄ドリーム農場

町
政
こ
こ
を
問
う
（
農　
商　
工
）



インタビュー
アポなし

山
やま

根
ね

　詩
し

音
お ん

さん（大野）

北条小

1修学旅行先でやった王様ゲームが楽しかった。
2バレーボール部に入って頑張りたい。
3北条中にはない運動部が大栄中にあったり、その
逆だったりなので残念。

4バレーボールの大会でいろんな所に連れていって
くれてありがとう。

香
か

川
が わ

　紗
す ず

さん（みどり西）

北条小

1お土産の袋を鹿に食べられたけど、修学旅行が一
番楽しかった。

2部活と勉強を両立させて、しっかり頑張りたいです。
3カーブミラーを増やしてほしい。
4６年間ありがとうございました。

北条小

1運動会で優勝できたこと（奈緒美さん）。
　友達といっぱい遊んだこと（奈々美さん）。
2テニス部に入って頑張りたい（奈緒美さん）。
　勉強を頑張りたいです（奈々美さん）。
3いじめや差別のない平和な町であってほしい。
4お母さんがいつもいなくて寂しかったけど、６年
間ありがとうございました。

岡
おか

田
だ

　奈
な

緒
お

美
み

さん・奈
な

々
な

美
み

さん（米里）
左 右

議会だより北栄 ５５号
２０２０年５月 22

インタビュー項目
1学校生活の思い出は 3町に望むことは
2中学校で頑張りたいことは 4家族に、家族から、一言

大
おお

西
に し

　祐
ゆ

愛
め

さん（大島）

大栄小

1４年生の時、サプライズで担任の先生の誕生祝を
クラス全員でしたこと。

2部活(バレーボール)で県一を目指して頑張りたい。
3遊具が沢山あって楽しく遊べる公園を整備してほ
しい。

4これまで育て見守ってくれてありがとう。

福
ふく

光
み つ

　倖
こ う

大
だ い

さん（大島）

大栄小

1修学旅行で、みろくの里に行き友達と楽しく遊ん
だこと。

　学習発表会で情熱大陸を演奏、大太鼓を担当しま
した。

2阪神タイガース近本光司選手のファンです。野球
部に入ります。

3にぎやかで活気に満ちた商店街があればいい。
　緑豊かな自然がいつまでも残っていて欲しい。
4これからも運動、勉強、友達づくりに励んで欲しい。 

大栄小
大
お お

西
に し

　倭
や ま

人
と

さん（六尾）
1修学旅行で友だちと話をしたり、いろんな所を見
学してまわったことが楽しかった。

2勉強（特に理科、社会）に頑張りたい。
3にぎやかな町になってほしい。
4これからもよろしく。

～次代を担う子どもたち～
大栄・北条
　小学校卒業式

3
19

議会だより北栄 ５５号
２０２０年５月23



Ｄ Ａ Ｔ Ａ 人口/14,854人（男7,162人･女7,692人）・世帯数5,381世帯（令和２年４月１日現在）※外国人含む

　
北
栄
町
で
は
、
昨
年
12
月

に
気
候
非
常
事
態
宣
言
を
行

い
ま
し
た
。
国
内
外
と
も
に

温
暖
化
が
進
み
、
農
業
生
産

に
今
後
多
大
な
影
響
が
心
配

さ
れ
ま
す
。

　

す
で
に
砂
丘
地
で
は
、
地

下
水
位
が
下
っ
て
い
る
現
状

も
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
昨
今
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題
で
世
界
中

が
大
変
な
状
況
で
あ
り
、
一

日
も
早
い
終
息
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　
議
会
広
報
も
日
々
諸
問
題

に
取
り
組
み
、
町
民
各
位
に

寄
り
添
い
な
が
ら
広
報
活
動

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
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号
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発
行
責
任
者

　
議　
長　
前
田　
栄
治

編
集

　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
委
員
長　
井
上
信
一
郎

　
副
委
員
長　
秋
山　
　
修

　
委　
員　
宮
本　
幸
美

　
　
　
　
　
町
田　
貴
子

　
　
　
　
　
斉
尾　
智
弘

　
　
　
　
　
田
中　
精
一

四姉妹、それぞれの個性があって、ぶつかる事もあるけ

ど、いつも4人仲良く、にぎやかに過ごしています。

娘たちがどんなふうに成長していくのか楽しみで、

しかたがありません！！　みんな大好きだよ♡

坂野　歩
ほ

乃
の

佳
か

さん 5さい （左）

坂野　真
ま

心
こ

さん 4さい （中央）

坂野　楓
ふう

花
か

さん 小2 （右後）

坂野　千
ち

穂
ほ

ちゃん 1さい （右前）（東新田場）
　バレーボールを頑張っている長女ひまわり♡

　それを見てやる気満々!!やる気だけは誰にも負けな

い!!次女たんぽぽ♡

　長男たいようは、みんなを笑わせてくれるお調子者♡

すくすくと元気に育ってね!!!

田中　たんぽぽさん ６さい（左）

田中　太
たい

陽
よう

くん ３さい（中央）

田中　向
ひ ま わ り

日葵さん 10さい（右）（下種）

知っとんなる？こんな北栄
裏
うら

門
もん

橋
ばし
（由良宿４区）

　大正時代以前、由良川の流
れは勾配が緩く、平時の流量
も少なく、さらに河口付近は
海岸が波浪のために容易に移
動し、河口閉塞するため、大
シケの度に逆流水が流域の耕
地に流れ込み、農作物の被害
が絶えなかった。
　大正14年から木製の裏門
橋を解体し、水量調整の出来
る可動堰「閘門（こうもん）」
を備えた鉄筋コンクリート製

の新橋を建設し、水害から救われた。現在は、中小河川由良
川改修事業により河口閉塞がなくなったため、平成3年に閘
門のない近代的な新橋へと引き継がれている。

なかよしさん
募集中！

議会事務局まで

最優秀賞をいただきました。
　議会だより（51号）が、鳥取県町村議会議長会より
第27回鳥取県町村議会広報コンクールで最優秀賞を受
賞しました。
　今後も広報委員ワンチームとなって広報公聴に励み
「読んでいただける」議会だよりにしていきます。

議会だより５１号

「大栄町誌」より


